
特集 パーソナル情報通信機器に貢献する半導体技術

パーソナルコンピュータの小型化と省電力化を実現した

専用コントローラ"lKAP”
lKAP(lntelligentKeyboardandPowerManagementProcessor)CanMakePersonalComputer
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注:略語説明

PC(PersonalComputer)

PDA(PersonalDigitalAssistant)

l/F(仙erface)

lKAP(lnte…gentKeyboardandPo〉脚Mageme=tProcessor)

パソコンの小型･軽量化とバッテリー寿命の向上 部品点数の削減とシステムの低消費電力化が小型･軽量化のキーポイントとなる｡

JKAPの持つ多彩な機能により,パソコンの小型･軽量化および低消費電力化が可能となった｡

サブノート巧ワパソコン(パーソナルコンピュータ)

やⅠ)DA(Pers()11alDigitalAssistaIlt)などは,携帯

什を向卜させるため,いっそうの小型･軽量の実

･睨,および電池による長時間助作が要求される｡ま

た,ディスクトップパソコンなど据置き巧叫青報機器

では,i‾已;速･1‾曽i機能化が要ラ托されるが,このために

増人する電ノJをいかに‾卜げるかという,システムの

低消雪電ノJ化がますます重要になってきた｡

今l‖_l開発した専朋フロロセッサIKAP(Illte11igent

Keyboard and Power Management Processor)

*l=/二整望作仰､ド導体ヰi某鮎

は,パソコンに必要なキースキャン機能,バッテリ

ーマネジメント機能,およびホストCPUインタフェ

ース機能を1チップに集積し,かつ豊富な低消費電

力機能モードを備えており,システムの小型･軽量

化および低消雪電力化を可能とした｡また,IKAPは

キースキャンおよびホストインタフェース桐に業界

標準の基本プログラム,キーボードBIOS(Basic

Input/OutputSystem)が提供されており,システム

の互換性を保つことができる｡
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n はじめに

パソコンの小型･軽量化と低消雪竜ノJ化がますます皐

懲となってきている｡これは,サブノート型パソコンや

PDAなどの携辟空りでは,手軽に柿ち運びができて,一l叫

の允屯でできるだけ艮時間軌作させる必繋があl),ディ

スクトップ彗りでは,-;■7i速･冶H生能化による消貿電力の増

加卜と,米Ilヨ環境快諾什による省丁昆ノJ推奨案の推進なども

あり,システムの低消皆電ノJ化が避けられなくなってき

たためである｡これらを実現するためには,システムの

パワーマネジメントの強化がイく‾叶欠である｡専刷プロセ

ッサ11くAPはパソコンに必要なキースキャン,バッテリ

ーマネジメント機能をはじめ,慧冨な低消雪電力機能モ

ードを装備しており,これによってシステムのパワーマ

ネジメントがIJr能となる｡

ここでは,IKAPの機能,特長とそれを叶能とした技

術,および↑後の技術軌Irりについて述べる｡

8 技術動向と開発コンセプト

従来のパソコンでは,図1(a)に示すようにキースキャ

ン部,バソテリーマネジメント部およびメインCPUと･の

インタフェース部がそれぞれ別の噂mLSIで構成してお

り,その軌作電r一仁は5Vが-一般的であった｡

パソコンでのより′ト空竺･醗競,低消費屯ノJのため,次

の開発コンセプトにより図1(b)にホすIKAP(型ンてH8/

3332)を開発した｡

(1)キースキャン,バソテリーマネジメント,メイン

CI)Uとのインタフェース機能の1チップ化を畔lる｡

(2)コアにi甘牲能Cl)Uを使い,鞄数タスク同時処理を叶

能とする｡

(3)3V低電上-i三動作による低iiti賛竜ノJを′夷モ妃する｡

(∠1)低iili額‡EノJモード,キーウェイクアップ機能による

システムの低消費1‾にノJ設計をサポートする｡

(5)HIOSメーカーとタイアップし,セットメーカーへ

のファームウェアをサポートする｡

81KAPの機能と特長

1KAPの右左人の特長は低電J-E高速動作であり,馬瀬電

Jt一三3Vで5MHz(5Vでは10M†Iz)のクロック榔皮数で

軌作が自r能である｡0.4ドSでの1基本命令実行日寺問は,

ち且在の同一クラスのマイコンの小でも最高水準のスピー

ドを持ち,高速であるにもかかわらず1.0トLm CMOS(Com-

plenlentaryMetalOxideSemiconductor)プロセスを用

いて約6mA(typ.)の低消雪電流を実現している｡また,

3樺類の低消雪電力モードを利用して非動作時の消費竜

流を人帖に低減することも可能である｡

IKAPグ)低電卜仁高速動作は,日立製作所の8ビットマ

イコンH8/3()0シリーズと共通のCPUおよびメモリ技

術をベースとしている｡RISC(ReducedInstructionSet

ColllPuter)に似た恭本命令にビット操作命令を強化し

たH8/3nnシリーズのCl)Uは,高速化に適し機器制御応

J‾l‾Jにも向し､ている｡一般に,CPUが高速になると命令の

供給がボトルネックになるが,H8/300シリーズでは,1

各本命令実行時問に16ビット単位で命令をアクセスする

ことによって高速化を凶っており,H8/3332もプログラ

ムメモリはこのような高速アクセスに対応できるように

設計されている｡IKAPは,EPROM(ErasableProgram-

mable ROM)を内戚したZTAT⑧(Zero Turn Around

Time)版とマスクROM版をラインアップしているので,プ

ログラムコードがイ(一女左な時期にも柔軟に対応ができる｡

高度なシステムインテグレーションも,H8/300シリー

ズ共通の特長であり,IKAPは66本のⅠ/0ポート,16kバ

イトのROM,512バイトのRAM,4種類の6チャネル

のタイマ,A-D変換器,シリアルインタフェース,およ

びホストインタフェースを内蔵している｡ホストインタ

フェースはパラレルインタフェースの一種であり,専川
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図lパソコンボードのブロ

ック図

IKAP(H8/3332)の使用により,

3個のLSlを=国に集積できる｡



パーソナルコンピュータの小型化と省電力化を実現した専用コントローラ"lKAP'' 503

表IIKAP(H8/3332)の特徴 多機能専用プロセッサとして使いやすさのほかに,lKAP自体の低消費電力化を図っている｡

項 目 機 能 特長,キーボード制御への応用例

C P U H8/300CP〕コア
高速命令実行(5V動作時,加減算0.2いS,乗除算l.4l⊥S),強力なビット処王里な

ど,リアルタイム制御に最適なCPリコア

動作周波数 5V動作時】OMHz 3V動作により,ノート型パソコン,パームトップ型パソコンなどでの低電圧設

動作電圧 3V動作時 5MHz 計に対応可能

R O M 16kバイト MASK/ZTAT キーハンドリング,パワーマネジメントなどに十分な容量｡またZTATにより,

R A M 512バイト キーハンドリングやバッテリーマネジメントルーチンの微調整可能

l/ 0 入出力端子58本
キースキヤン出九LEDドライブのほか,汎(はん)用用途としても使用可｡ソ7

トウェア＋l/0でマウスインタフェースとしても利用可能

シ リ ア ル lチャネル
調歩同期･クロック同期選択可,仝二重,ボーレートジェネレータ内蔵｡RS-232

Cマウスインタフェース,汎用シリアルとして使用可能

タ イ マ

16ビットフリーラン】チャネル

8ビットタイマ 2チャネル

PWMタイマ 2チャネル

ウォッチドッグ】チャネル

キーボードインターバルタイムの測定,バッテリーマネジメントでのタイムベ

ースとして利用可能 またPWMタイマを利用して,ソフトウェアの介在なく

LED制御やスピーカ駆動が可能

A-D変換器 8ビット,8チャネル
バッテリーチャージ･デイスチャージ時の電源管王里(一△V検出,バッテリーセ

ル温度計測など)に使用

ホストCP〕

インタフェース
2チャネル

データレジスタ,コマンド･ステータスレジスタを2チャネル搭載した,高速

ハードウェアl/Flチャネルをキーボード用,lチャネルはユーザ専用機能に
使用可

割 込 み
外部9本,内部19要因 キーセンス用割込みにより,スタンバイモードからのキーウェイクアップが

キーセンス用8本 可能

低消費

電力状態

スリー7

ソフトウェアスタンバイ

ハードウェアスタンバイ

低消費電力設計に対応

注:略語説明 LED(発光ダイオード),PWM(PulseWidth Mod山ation)

機能として80×86系マイクロプロセッサのアドレス空間

操作のための機能が付加されている｡

主な特徴をまとめて表lに示す｡

IKAPの機能は,次のように実現する｡すなわち,どの

キーを押したかの打鍵(けん)情報は,汎用Ⅰ/OHl力とキ

ーセンス割込み入力で検出され,ホストインタフェース

を介してホストCPUへ車云送される｡バッテリーの充電状

況は,A-D変換器によって監視される｡システム全般の

時間管理はタイマを利用して行われている｡

巴 複数タスクの同時実行による多機能化

多くの機能を1チップに集積するためには,IKAPに

複数のタスクを同時に実行させる必要があー),処二哩性能

の高速化が要求される｡キーボードコントローラに要求

される機能,その処理に必要なプログラムサイズ,処理

時間を表2にホす｡同表で同時処理サイズとは,データ

テーブルなどの領域以外の,実際にプログラムとして実

行されるサイズを言う｡また同表から,各コマンドの処

理時間は最小500トISとなるため,これらの処理が同時に

発生すると,この500トS以内に同時処理サイズの合計4k

バイトのオブジェクトを実行しなければならないことが

わかる｡1命令を平均2バイトと仮定すると,1命令の

処理時間は,

処卿寺問/命令数=500l⊥S/(4kバイト/2バイト)=

250ns

となり,CPUの1命令は250ns以‾Fで実現する必要が

ある｡

表21KAPの処理内容とプログラム容量

各項目を同時処理するためには,500トIS以内に4kバイトの処王里

をこなさなくてはならない｡

プログラム内容
サイズ

(バイト)

同時処理

サイズ

(バイト)

発生≠頃度

(時間/回)
処王里時間

キースキヤン,マウスインタ

フェース
4k 2k lms 5001⊥S

ホスト

インタフェース

キーコマンド 4k

0.5k

10ms 50011S

バッテリー

コマンド
lk 100ms 500卜S

バッテリー

マネジメント

-△V検出
l.5k

l.5k

200ms 50叫LS

二次微分 l.5k 200ms 】ms

△T/△t l.5k 200ms lms

チャージパル

ス制御
lk 2s 500ト【S

ガスゲージ 1.5k 500ms lms

合計16k 合計4k 最小50Dト広
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〔パソコンヘのニーズ〕

小型･軽量化

メインCPU以外のマイコンを

1チップ化

軽量化･長時間使用

高エネルギー密度のバソテリー採用

バッテリーセルを減らす｡

〔マイコンヘのニーズ〕

プログラム容量増大

高 速 処 理

7むログラムの柔軟性

十 分 な り0 数

低消費電力半導体

ROM容量

〔製品の対応〕

lKAP IKAPI(計画中)

16k 32k

命令実行時間

0･2卜S 0.125トS

ROM形態

ZTATR フラッシュ

ピン数

80ピン 100ピン

動作電圧

3.0～3.6V 2.7～3.6V

図2 パソコンヘのニーズと対応するマイコンヘのニーズ

低消費電力化のために,バッテリーの種類区分やシステムコントロールのさらなるきめ細かさが必要となってくる｡

IKAI〕は,最小命令実行時間が200nsと高速であり,

表2に示すような複数のタスクを同時に処理することが

できる｡

これにより,バッテリーマネジメント機能などの周辺

機能を1チップで実現することができ,キーボードコン

トローラの実装サイズを,従米の約÷から†に小型化す
ることが‾叶能になった｡

自 今後の展開

パソコンに対する小型･軽量化と良時間使用のニーズ

は,今後もますます高くなっていくものと考えられる｡

機器としてのこ-ズと,それらに対応するマイコンへの

ニーズを図2に示す｡これらのニーズに対応した次仲代

製品として,IKAP Ⅱを計画中である｡

このIKAP Ⅱの開発コンセプトは以下のとおりである｡

(1)フラッシュメモリオンチップによるフィールドプロ

グラマブル機能をサポートする｡

(2)CPU高速化によるリアルタイム処理を強化する｡

(3)汎川Ⅰ/0ポートを増強する｡

(4)高分解能A-DオンチップおよびD-Aオンチップに

より,ペンベースサポートが可能である｡

IKAl〕Ⅱでは,5V動作時の最高垂わ作間波数を16MHz

とし,高速命令実行(加減算125ns,乗除算875ns)を実現

する｡フラッシュメモリを内蔵することによi),オンボ

ードでのプログラム苫込み･書換えを可能とし,システ

ムの量産組立工程のTAT(Turn Around Time)触縮や

出荷後の容易なメンテナンスを実現‾ロJ能とする｡

凶 おわりに

ここで述べたように,IKAPの｢†1現によってパソコン

′卜型化と電池の長寿命化が加速されてきている｡今後,

パソコンが文て‾Fどおりパーソナルなツールとして広く普

及していく中で,より小さく,より軽く,より使いやす

いといったニーズに対応し,IKAPの果たす役割もデバ

イスの微細化,高機能化とともにますます重要になって

くると考えられる｡
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